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第32回日本遺伝性腫瘍学会学術集会・遺伝性腫瘍研究会 合同企画

このパネルディスカッションのねらい
AI時代となり遺伝子解析や診断の効率は大きく向上し

ましたが、遺伝性腫瘍診療における地域連携の重要性は今
も変わりません。AIは情報処理を補助できますが、患者
の治療方針や家族支援の質は医療者間の地域連携によって
さらに高まります。
本セッションでは、12年前に地域連携体制構築を開始

した経緯と成功要因をプレナリーレクチャーで共有し、北
海道・東北・東海の実践者と共に、臨床・多職種・地域の
視点から次世代の地域連携のあり方を検討します。
得られた知見を各施設での実践に活かし、地域における

遺伝性腫瘍診療の発展につなげて頂くことを期待します。

日時： 2026年 6月13日（土） 12：50-13：50
会場： 第1会場 （ウインクあいち 2階 大ホール）
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お問い合わせ：第32回日本遺伝性腫瘍学会学術集会運営事務局
株式会社コングレ 中部支社 ☎ 052-950-3430 jsht2026@congre.co.jp
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